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▼
６
月
２
日
に
美

木
多
校
区
の
し
あ
わ

せ
サ
ロ
ン
を
取
材
。

防
犯
教
室
・
大
阪
府

警
察
本
部
生
活
安
全

指
導
班
の
寸
劇
が
行

わ
れ
た
。
女
性
警
察

官
が
演
じ
る
大
阪
の

お
ば
ち
ゃ
ん
が
、
私
を
含
め
観
客

に
大
う
け
。
少
し
オ
ー
バ
ー
な
動

き
や
会
話
の
ほ
か
、
機
転
を
利
か

せ
た
ア
ド
リ
ブ
も
完
璧
。

　

そ
し
て
劇
後
、
い
つ
も
の
制
服

姿
に
戻
っ
た
美
し
い
女
性
警
察
官

に
こ
れ
ま
た
ビ
ッ
ク
リ
！
「
全
く

の
別
人
！
あ
の
大
阪
の
お
ば
ち
ゃ

ん
は
い
ず
こ
へ
？
」
喜
劇
女
優
に

な
り
き
り
、
わ
か
り
や
す
く
楽
し

い
防
犯
教
室
。
き
っ
と
詐
欺
の
被

害
が
減
少
す
る
と
思
い
ま
す
。

 　

▼
言
い
た
い
こ
と
は
山
ほ
ど
あ

る
が
、
未
熟
者
が
口
に
す
る
の
は

お
こ
が
ま
し
い
、
と
い
う
時
「
お

答
え
は
差
し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

く
」と
い
う
の
が
本
来
の
使
い
方
。

そ
れ
を
、
説
明
す
べ
き
立
場
に
あ

っ
て
求
め
ら
れ
て
な
お
、
逃
げ
口

上
と
し
て
吐
く
者
は
一
度
辞
書
で

「
差
し
控
え
る
」を
引
い
て
み
て
、

立
場
上
そ
れ
が
誤
用
で
あ
る
こ
と

に
気
づ
い
て
ほ
し
い
。そ
れ
と
も
、

未
熟
者
の
自
覚
が
あ
る
な
ら
立
場

を
外
れ
て
は
ど
う
か
。

　

「
重
く
受
け
止
め
る
」
と
言
い

な
が
ら
１
グ
ラ
ム
に
も
受
け
止
め

ず
、
延
々
、
噛か

み
合
わ
ぬ
確
信
犯

的
小
馬
鹿
話
法
ま
で
編
み
だ
し
た

兵
庫
県
知
事
は
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
お
け
る
新
領
域「
レ
ス
ポ
ン
ス
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」
を
実
践
中
。
面

な
き
こ
と
を
ば
は
ぢ
と
捨
つ
と
言

ひ
け
る
、
か
。 



置
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

土
地
は
堺
市
が
オ
リ
エ
ン
ト

ホ
ー
ム
（
大
阪
市
浪
速
区
＝
福

本
勤
代
表
）
に
24
年
２
月
に
売

却
、
戸
建
住
宅
20
戸
が
予
定
さ

れ
て
い
る
。

開
発
者
は
昨
年
、
斜
面
処
理

に
つ
い
て
「
芝
生
を
植
え
る
」

こ
と
で
対
処
す
る
と
本
紙
に
話

し
て
い
た
が
、
今
に
な
っ
て
擁

壁
設
置
へ
と
動
い
た
の
は
な
ぜ

な
の
か
。

市
宅
地
安
全
課
、
土
木
監
理

課
に
よ
る
と
、
開
発
地
内
に
は

幅
員
６
・
７
メ
ー
ト
ル
、
延
長

１
６
３
メ
ー
ト
ル
の
道
路
が
新

設
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
道
路
を
、
今
年
に
な
っ
て

開
発
者
側
が
「
市
に
移
管
し
た

い
」
と
申
し
入
れ
て
き
た
と
い

う
。「
私
道
」
か
ら
「
市
道
」
へ

の
変
更
申
し
入
れ
だ
。

市
は
移
管
承
諾
と
引
き
換
え

に
西
側
斜
面
か
ら
土
砂
の
流
出

を
防
止
す
る
た
め
の
擁
壁
等
整

備
を
求
め
る
と
と
も
に
、
災
害

時
等
の
対
応
に
つ
い
て
協
議
し
、

さ
ら
な
る
覚
書
の
締
結
を
条
件

と
し
た
。

こ
れ
に
応
じ
る
形
で
、
開
発

者
は
高
さ
１
メ
ー
ト
ル
、
台
形

の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
重
力
式
擁

壁
を
設
置
中（
７
月
２
日
現
在
）。

道
路
を
移
管
す
る
こ
と
で
、

側
溝
や
路
面
、
路
盤
は
も
ち
ろ

ん
、
道
路
下
を
通
る
下
水
道
関

連
の
公
共
施
設
も
維
持
管
理
者

は
開
発
者
か
ら
市
に
移
る
。

開
発
道
路
は
も
と
も
と
市
道

に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
幅
員
も

十
分
な
た
め
、
条
件
的
に
市
道

と
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ

を
最
初
（
コ
ス
ト
の
か
か
る
）

私
道
と
し
て
届
け
出
た
ケ
ー
ス

は
ま
れ
だ
っ
た
、
と
土
木
監
理

課
。な

お
、
開
発
道
路
西
側
斜
面

は
こ
れ
ま
で
通
り
開
発
者
の
所

有
に
変
わ
り
な
く
、
管
理
責
任

は
開
発
者
に
あ
る
。

〔
原
〕

こ
れ
ら
の
土
地
に
つ
い
て
、
民
間
事
業
者
へ
の
市
場
性

調
査
等
に
よ
り
利
活
用
の
ニ
ー
ズ
を
確
認
し
、
か
つ
、
境

界
確
定
や
土
地
調
査
等
の
実
施
後
、
売
却
に
支
障
が
無
い

と
判
断
し
た
も
の
を
一
般
競
争
入
札
の
手
続
き
を
行
っ
た
。

が
出
る
の
か
具
体
的
に
教
え
て

欲
し
い
。
ま
た
市
民
に
ど
ん
な

誤
解
と
混
乱
を
招
く
の
か
も
教

え
て
欲
し
い
。
こ
の
ま
ま
だ
と

逆
に
、
市
民
に
次
の
よ
う
な
誤

解
と
混
乱
を
招
く
。

崖
崩
れ
の
危
険
な
土
地
に
開

発
許
可
や
建
築
確
認
を
出
し
た

の
は
、
建
築
局
長
か
公
園
緑
地

部
長
だ
。
だ
が
、
そ
の
最
高
責

任
者
は
維
新
の
永
藤
市
長
だ
。

し
た
が
っ
て
市
民
は
市
長
か
、

最
大
与
党
の
維
新
系
議
員
が
、

局
長
や
部
長
に
強
力
な
圧
力
を

か
け
た
と
誤
解
す
る
。
汚
職
と

い
う
疑
惑
す
ら
も
。
そ
う
す
る

と
維
新
の
ダ
メ
ー
ジ
に
。
期
待

し
て
票
を
入
れ
た
多
く
の
市
民

を
裏
切
る
こ
と
に
な
る
。

こ
ん
な
誤
解
と
市
政
混
乱
を

避
け
る
に
は
、
会
社
名
を
発
表

す
る
必
要
が
あ
る
。〔
さ
ら
が
い
〕

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
堺
市

議
会
最
大
会
派
で
あ
る
大
阪
維

新
の
会
堺
市
議
会
議
員
団
か
ら

２
議
員
が
離
党
し
、
無
所
属
で

議
員
活
動
を
は
じ
め
て
い
る
。

24
年
10
月
に
は
青
谷
幸
浩
議
員

（
当
選
３
回
＝
中
区
選
出
）が
、

今
年
４
月
に
は
井
関
貴
史
議
員

（
当
選
４
回
＝
堺
区
選
出
）
が

維
新
を
離
れ
た
。
そ
の
理
由
を

聞
い
た
。

＝
「
改
革
」
を
唱

え
る
ば
か
り
で
実
際
に
踏
み
出

そ
う
と
し
な
い
永
藤
市
長
も
、

大
雨
な
ど
で
、
地
域
住
民
か

ら
土
砂
崩
れ
を
心
配
す
る
声
が

上
が
っ
て
い
た
竹
城
台
３
丁
の

開
発
地
（
阪
和
第
一
泉
北
病
院

の
裏
手
）
で
、
西
側
斜
面
に
沿

っ
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
擁
壁
設

法
人
名
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
当
該
法
人
の
事

業
活
動
及
び
本
市
の
事
務
遂
行
に
支
障
を
及
ぼ
す
た
め
。

特
定
の
情
報
が
尚
早
な
時
期
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
誤
解
や
憶
測
に
基
づ
き
市
民
等
の
間
に
混
乱
を
生
じ

さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
。

非
公
開
に
し
た
市
に
、
本
紙

が
次
の
よ
う
な
反
論
書
を
提
出

し
た
。

土
地
売
却
を
勧
め
た
会
社
名

を
公
表
す
る
と
、
ど
ん
な
支
障

そ
の
市
長
の
尻
を
叩
か
な
い
市

議
団
に
も
嫌
気
が
さ
し
た
。
市

議
団
は
「
ぬ
る
ま
湯
」
だ
。
そ

こ
に
居
て
は
い
け
な
い
、
と
。

＝
永
藤
市
政
を
も

う
こ
れ
以
上
支
え
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
団
に
留
ま
っ
て
言
う

べ
き
こ
と
を
言
わ
ず
に
い
る
こ

と
は
、
改
革
に
期
待
を
寄
せ
て

く
れ
た
有
権
者
を
裏
切
る
こ
と

に
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
化
は
進
ん
だ
し
、

（
永
藤
市
長
は
）
業
務
執
行
は

得
意
な
の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
就

任
か
ら
６
年
の
間
に
長
期
的
戦

略
の
種
を
ま
い
て
来
な
か
っ
た
。

実
証
実
験
ば
か
り
で
現
実
に
向

き
合
っ
て
い
な
い
。

〔
原
〕



　

男
性
５
人
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
「
Ｉ
Ｌ
・
Ｊ
Ｉ
Ｊ
Ｉ

（
イ
ル
・
ジ
ー
ジ
）」が
５
月
31

日
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ひ

か
り
の
園
（
和
泉
市
下
宮
町
）

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
い
た
。
会
場
と
な
っ
た
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
フ
ロ
ア
に
は
多
く

の
利
用
者
が
集
ま
り
、「
夏
は
来

ぬ
」
や
「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」

な
ど
懐
か
し
の
歌
や
「
銭
形
平

次
」
な
ど
も
披
露
。
歌
や
ミ
ニ

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
楽
し
ま
せ

た
。

　

同
グ
ル
ー
プ
は
、
和
泉
メ
サ

イ
ア
合
唱
団
の
有
志
で
結
成
。

同
合
唱
団
の
常
任
指
揮
者
の
今

井
し
づ
か
さ
ん
が
合
唱
指
導
。

教
会
や
高
齢
者
施
設
な
ど
に
出

向
き
、
優
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を

届
け
て
い
る
。
イ
ル
・
ジ
ー
ジ

は
、
世
界
で
活
躍
す
る
イ
ギ
リ

ス
の
ボ
ー
カ
ル
グ
ル
ー
プ
・
イ

ル
・
デ
ィ
ー
ヴ
ォ
か
ら
名
付
け

ら
れ
た
名
前
だ
。

　

ひ
か
り
の
園
で
は
、
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
フ
ロ
ア
で
の
歌
声
を
聞

と
一
緒
に
、
全
員
で
一
喜
一
憂

す
る
仲
の
良
さ
。「
年
齢
も
性
別

も
関
係
な
く
楽
し
め
る
」「
ス
キ

ッ
ト
ル
に
当
た
る
と
、
コ
ン
と

鳴
る
音
が
い
い
」
と
参
加
者
。

初
心
者
で
も
楽
し
め
る
気
軽
さ

と
、
仲
間
と
戦
略
を
練
る
奥
深

さ
も
魅
力
の
よ
う
だ
。

　

そ
し
て
散
歩
中
の
人
が
足
を

止
め
る
と
「
一
緒
に
し
ま
せ
ん

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
発
祥
の
ニ
ュ

ー
ス
ポ
ー
ツ
「
モ
ル
ッ
ク
」
を

ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
12
本
の

木
の
棒
（
ス
キ
ッ
ト
ル
）
を
ボ

ー
リ
ン
グ
の
よ
う
に
立
て
、
そ

れ
を
狙
っ
て
木
の
棒
（
モ
ル
ッ

ク
）
を
投
げ
て
倒
し
、
点
数
を

競
う
ゲ
ー
ム
。
ル
ー
ル
は
簡
単

で
、
ス
キ
ッ
ト
ル
が
１
本
倒
れ

た
場
合
は
書
か
れ
て
い
る
数
字

が
得
点
に
な
り
、
ま
た
２
本
以

上
倒
れ
た
場
合
は
倒
れ
た
本
数

が
得
点
に
な
る
。
先
に
50
点
ち

ょ
う
ど
に
な
っ
た
チ
ー
ム
が
勝

ち
。

　

「
新
檜
尾
台
モ
ル
ッ
ク
の
会
」

は
、
同
校
区
福
祉
委
員
会
主
催

の
地
域
活
動
と
し
て
２
０
２
２

年
４
月
発
足
。
自
然
豊
か
な
新

檜
尾
公
園
で
、
月
に
１
〜
２
回

ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で
い
る
。

　

取
材
日
は
、
一
投
ご
と
に
歓

声
や
笑
い
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

高
得
点
が
出
る
と
「
う
ま
い
」

と
拍
手
し
た
り
、
狙
い
通
り
に

い
か
な
い
場
合
は
「
惜
し
い
」

と
残
念
が
っ
た
り
。
投
げ
た
人

き
つ
け
、
特
養
の
利
用
者
も
ホ

ー
ル
に
駆
け
つ
け
約
50
人
が
聴

き
入
り
、
一
曲
一
曲
リ
ズ
ム
を

取
り
満
喫
し
て
い
る
利
用
者
も
。

「
君
と
い
つ
ま
で
も
」
で
は
歌

の
途
中
で
加
山
雄
三
ば
り
に
セ

リ
フ
を
決
め
、
客
席
を
和
ま
せ

た
。

　

後
半
は
リ
ク
エ
ス
ト
に
応
じ

客
席
と
一
緒
に
歌
う
コ
ー
ナ
ー

で
は
「
若
鷲
の
歌
」
や
「
青
い

山
脈
」「
長
崎
の
鐘
」「
か
あ
さ
ん

の
歌
」
な
ど
を
共
に
歌
い
、
ラ

ス
ト
の
「
ふ
る
さ
と
」
で
は
大

合
唱
だ
っ
た
。 

〔
横
山
〕

□

　

　

病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
病
院
に
行

っ
た
方
が
い
い
の
か
、
何
科
で

診
て
も
ら
え
ば
い
い
の
か
、
救

急
車
を
呼
べ
ば
い
い
の
か
な
ど
、

判
断
に
迷
っ
た
際
、
看
護
師
や

相
談
員
が
医
師
の
支
援
体
制
の

下
、
24
時
間
・
年
中
無
休
で
対

応
す
る
。
＃
７
１
１
９
ま
た
は

06
・
６
５
８
２
・
７
１
１
９

　

毎
年
こ
の
時
期
、
小
児
を

中
心
に
感
染
が
増
え
る
伝
染

性
紅
斑
（
リ
ン
ゴ
病
）。今
年

は
堺
市
で
も
警
報
レ
ベ
ル
が

続
い
て
い
る
。

　

第
26
週
（
２
０
２
５
年
６

月
23
日
〜
29
日
）
で
は
前
週

に
比
べ
20
％
減
少
し
た
も
の

の
、35
例
の
報
告
が
あ
っ
た
。

定
点
あ
た
り
報
告
数
（
＝
患
者

報
告
数
／
定
点
医
療
機
関
数
）

は
中
区
８
・
00
、
西
区
と
南
区

２
・
00
（
警
報
レ
ベ
ル
開
始
基

準
値
は
２
、
注
意
報
レ
ベ
ル
基

準
値
な
し
）
と
、
警
報
レ
ベ
ル

以
上
が
継
続
し
て
い
る
。

　

伝
染
性
紅
斑
は
ヒ
ト
パ
ル
ボ

ウ
イ
ル
ス
Ｂ
19
に
よ
る
感
染
症
。

症
状
が
、
両
頬
が
リ
ン
ゴ
の
よ

う
に
赤
く
な
る
こ
と
か
ら
、「
リ

ン
ゴ
病
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

年
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
が
、

国
内
で
は
年
始
か
ら
７
月
上
旬

頃
に
か
け
て
増
加
。
９
月
頃
に

最
も
少
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
。

５
〜
９
歳
の
発
生
が
１
番
多
く

次
は
０
〜
４
歳
。

　

症
状
は
約
10
〜
20
日
の
潜
伏

期
間
の
後
、
微
熱
や
か
ぜ
の
症

状
な
ど
が
現
れ
、
そ
の
後
赤
い

発
し
ん
（
紅
斑
）
が
で
る
。
体

や
手
・
足
に
網
目
状
や
レ
ー

ス
状
の
発
し
ん
が
広
が
る
が

こ
の
発
し
ん
は
1
週
間
程
度

で
消
え
る
。
成
人
で
は
関
節

痛
を
伴
う
関
節
炎
や
頭
痛
な

ど
の
症
状
が
出
る
こ
と
も
。

　

か
ぜ
症
状
の
あ
る
人
は
こ

ま
め
な
手
洗
い
や
、
せ
き
や

く
し
ゃ
み
を
す
る
時
に
は
口

と
鼻
を
ハ
ン
カ
チ
な
ど
で
お

お
う
な
ど
の
「
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
を
心
が
け
る
こ
と
が
大

切
と
、
堺
市
。 

〔
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か
」
と
笑
顔
で
声
を
か
け
る
メ

ン
バ
ー
。「
時
々
飛
び
入
り
参
加

も
あ
り
ま
す
」
と
代
表
の
岸
本

健
二
さ
ん
。「
こ
れ
か
ら
は
他
の

グ
ル
ー
プ
と
も
試
合
を
行
い
交

流
し
た
い
」
と
。

　

毎
月
第
３
日
曜
（
別
日
に
追

加
開
催
も
あ
り
）
９
時
〜
10
時

半
（
夏
は
８
時
半
〜
10
時
）、新

檜
尾
公
園
時
計
台
前
で
。
参
加

費
無
料
。
新
檜
尾
台
校
区
以
外

か
ら
の
参
加
可
。
見
学
・
体
験

も
大
歓
迎
。
詳

細
は
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
で
。

 

〔
冨
尾
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６
月
４
日
午
後
４
時
過
ぎ
、

来
店
し
た
高
齢
女
性
が
窓
口
で

「
年
金
事
務
所
か
ら
４
時
に
郵

便
局
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
」

と
話
し
た
た
め
、
対
応
し
た
野

﨑
さ
ん
は
詐
欺
を
直
感
。「
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
ま

し
た
か
」な
ど
と
尋
ね
た
が
、

女
性
は「
言
わ
れ
て
い
な
い
」

と
言
っ
て
通
帳
記
入
だ
け
を

済
ま
せ
た
。

　

女
性
の
様
子
が
気
に
な
っ

た
野
﨑
さ
ん
は
「
も
し
次
の

電
話
で
Ａ
Ｔ
Ｍ
と
い
う
言
葉

が
出
た
ら
、
警
察
か
窓
口
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
伝

え
た
。

　

６
月
20
日
夜
、
三
原
台
２
丁

で
70
代
女
性
が
散
歩
中
に
段
差

に
つ
ま
ず
い
て
転
び
下
あ
ご
に

　

６
月
５
日
昼
、
い
ぶ
き
野
５

丁
目
の
店
舗
で
、
店
員
に
時
計

の
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
を
開
け
さ
せ

目
を
離
さ
せ
た

に
高
級
ブ
ラ

ン
ド
腕
時
計
（
４
万
３
千
円
相

当
）
が
盗
ま
れ
た
。

　

６
月
14
日
午
後
、
青
葉
台
の

高
齢
者
宅
に
男
の
声
で
「
あ
な

た
の
声
を
録
音
さ
せ
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
と
不
審
な
電
話
が
あ

　

６
月
12
日
午
後
、
若
松
台
の

高
齢
者
宅
に
大
手
通
信
事
業
者

を
か
た
る
者
か
ら
自
動
音
声
で

「
電
話
が
止
ま
り
ま
す
。
詳
細

を
聞
か
れ
る
方
は
１
番
を
押
し

　

６
月
18
日
午
前
、
原
山
台
の

　

６
月
19
日
午
前
、
鴨
谷
台
の

高
齢
者
宅
に
、
携
帯
電
話
会
社

の
職
員
を
か
た
る
者
か
ら
「
あ

な
た
の
携
帯
電
話
が
詐
欺
の
事

件
に
使
わ
れ
て
い
る
」
と
電
話

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
警
視
庁
の

警
察
官
を
か
た
る
者
に
代
わ
り

「
あ
な
た
の
免
許
証
で
携
帯
電

話
が
契
約
さ
れ
て
い
る
。
あ
な

た
を
逮
捕
す
る
」
な
ど
と
言
っ

た
。

　

高
齢
者
は
携
帯
電
話
で
通
話

　

６
月
13
日
午
前
、
鴨
谷
台
の

住
民
の
携
帯
電
話
に
「
＋
８
７

６
」
か
ら
始
ま
る
国
際
電
話
番

号
で
警
察
官
を
か
た
る
男
か
ら

「
徳
島
県
警
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
不
審
な
電
話
。

　

６
月
２
日
夕
方
、
あ
ゆ
み
野

４
丁
目
の
商
業
施
設
内
の
店
舗

で
女
性
用
の
セ
ー
タ
ー
３
点
と

ス
カ
ー
ト
１
点
が
盗
ま
れ
た
。

　

６
月
７
日
夕
方
、
あ
ゆ
み
野

４
丁
目
の
商
業
施
設
の
駐
輪
場

に
止
め
て
い
た
20
代
男
性
の
バ

イ
ク
の
上
に
置
い
て
い
た
ヘ
ル

メ
ッ
ト
が
盗
ま
れ
た
。

　

６
月
16
日
、
槇
塚
台
３
丁
の

空
き
家
の
住
宅
で
管
理
す
る
60

代
女
性
が
数
年
ぶ
り
に
訪
れ
る

と
玄
関
ド
ア
の
す
り
ガ
ラ
ス
が

割
ら
れ
、
室
内
が
荒
ら
さ
れ
て

い
た
。

　

６
月
８
日
頃
、
赤
坂
台
３
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
30
代
男
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

６
月
15
日
頃
、
若
松
台
１
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
70
代
女
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

６
月
15
日
頃
、
竹
城
台
１
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
60
代
女
性
の
原

付
バ
イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

６
月
15
日
頃
、
宮
山
台
１
丁

の
団
地
内
の
駐
輪
場
に
施
錠
し

て
止
め
て
い
た
70
代
女
性
の
バ

イ
ク
が
盗
ま
れ
た
。

　

６
月
12
日
昼
、
伏
屋
町
４
丁

目
で
40
代
女
性
が
自
転
車
で
走

行
中
に
転
び
顔
面
に
ケ
ガ
を
。

　

６
月
11
日
夕
方
、
い
ぶ
き
野

５
丁
目
で
女
児
が
歩
行
中
に
転

び
上
唇
と
右
腕
に
ケ
ガ
。

　

６
月
11
日
午
前
、
は
つ
が
野

２
丁
目
で
80
代
男
性
が
歩
行
中

に
転
び
顔
面
と
右
手
に
ケ
ガ
を

し
た
。

　

６
月
12
日
昼
、
い
ぶ
き
野
３

丁
目
で
80
代
男
性
が
歩
行
中
に

転
び
額
と
顔
面
、
手
足
に
ケ
ガ

を
し
た
。

す
る
よ
う
誘
導
さ
れ
、
相
手
と

し
ば
ら
く
話
を
し
て
い
た
が
、

不
審
に
思
い
固
定
電
話
か
ら
１

１
０
番
通
報
す
る
と
、
相
手
は

電
話
を
切
っ
た
た
め
被
害
に
遭

て
く
だ
さ
い
」
と
電
話
が
あ
っ

た
。
電
話
を
受
け
た
人
が
１
番

を
押
す
と
男
に
つ
な
が
り
個
人

情
報
を
聞
か
れ
た
後
、
電
話
は

切
れ
た
。

　

６
月
22
日
昼
、
豊
田
で
90
代

女
性
が
車
い
す
で
走
行
中
に
前

方
に
転
び
鼻
か
ら
出
血
し
た
。

　

６
月
19
日
昼
、
三
原
台
で
50

代
女
性
が
自
宅
の
階
段
か
ら
転

落
し
顔
面
を
打
っ
た
。

　

６
月
17
日
午
前
、
伏
屋
町
の

高
齢
者
宅
に
、
通
信
会
社
を
か

た
る
自
動
音
声
で
「
18
」
か
ら

始
ま
る
番
号
で
「
銀
行
の
引
き

落
と
し
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い

の
で
、
こ
の
ま
ま
で
は
電
話
が

止
ま
り
ま
す
」と
不
審
な
電
話
。

　

特
殊
詐
欺
被
害
の
未
然
防

止
に
貢
献
し
た
と
し
て
６
月

25
日
、
栂
美
木
多
駅
前
郵
便

局
局
長
の
野
﨑
直
人
さ
ん
に
、

南
堺
署
森
川
署
長
か
ら
感
謝
状

が
贈
ら
れ
た
。

わ
な
か
っ
た
。

住
民
宅
に
自
動
音
声
で
「
あ
な

た
の
電
話
が
２
時
間
後
に
止
ま

り
ま
す
」
な
ど
の
不
審
な
電
話

が
あ
っ
た
。

ケ
ガ
を
し
た
。

　

そ
の
約
10
分
後
、
女
性
が
戻

り
「
相
手
か
ら
電
話
が
あ
り
Ａ

Ｔ
Ｍ
に
行
く
よ
う
に
言
わ
れ
た
」

と
窓
口
を
訪
れ
た
た
め
、
つ
な

が
っ
た
ま
ま
の
電
話
を
野
﨑
さ

ん
が
代
わ
り
「
郵
便
局
の
者
で

す
」
と
話
す
と
、
相
手
は
だ
ま

り
電
話
は
切
れ
た
。
そ
の
後
警

察
に
通
報
し
事
な
き
を
得
た
。

　

野
﨑
さ
ん
は
「
窓
口
に
戻
っ

て
来
て
く
だ
さ
っ
て
本
当
に

良
か
っ
た
。
お
客
様
の
大
切

な
お
金
が
１
円
で
も
取
ら
れ

な
く
て
よ
か
っ
た
」
と
。

　

森
川
署
長
は
「
本
当
に
助

か
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」
と
感
謝
を
述

べ
た
。
同
署
で
は
今
年
７
件

の
感
謝
状
贈
呈
を
行
っ
た
。

 

〔
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っ
た
。



の
ブ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
た
。
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮
っ
た
写
真

を
缶
バ
ッ
ジ
に
す
る
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
作
り
」
は
好
評

で
、
記
念
に
と
親
子
で
写
真
を

撮
り
缶
バ
ッ
ジ
を
作
る
人
が
い

た
。
今
回
初
参
加
の
「
わ
く
わ

く
サ
イ
エ
ン
ス
シ
ョ
ー
」
の
ブ

ー
ス
で
は
、
空
気
が
大
き
な
ボ

ー
リ
ン
グ
ボ
ー
ル
を
持
ち
上
あ

げ
る
様
子
を
子
ど
も
た
ち
が
不

思
議
そ
う
に
見
て
い
た
。

　

今
回
は
約
４
０
０
人
が
来
場

し
、
会
場
は
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
で
あ
ふ
れ
た
。
次
回
は
10
月

４
日
、
桃
山
学
院
大
学
エ
レ
ノ

ア
館
で
開
催
予
定
。 

〔
髙
見
〕

ラ
ン
ド
」
が
開
催
さ
れ
た
。「
も

も
や
ま
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」
は
地

域
の
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
で
、
桃
山
学
院
大
学

の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
児
童

文
化
研
究
会
オ
ズ
、
ア
イ
・
あ

い
ロ
ビ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

協
働
し
て
年
に
数
回
開
催
さ
れ

て
い
る
。

　

７
日
は
、
紙
コ
ッ
プ
で
こ
ま

作
り
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
、
レ

ー
シ
ン
グ
カ
ー
作
り
と
い
っ
た

製
作
や
ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど

楽
し
み
を
考
え
ま
し
た
。
気
持

ち
を
そ
こ
に
持
っ
て
い
か
な
い

と
病
気
に
負
け
て
し
ま
う
と
、

視
野
を
広
く
す
る
努
力
を
し
ま

し
た
」
と
語
り
、
逆
境
の
な
か

で
も
考
え
方
次
第
で
病
気
に
打

ち
勝
つ
心
持
ち
の
話
に
客
席
か

ら
は
賛
同
の
大
き
な
拍
手
が
湧

い
た
。 

〔
横
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し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
地
域

社
会
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と

を
目
的
に
２
０
１
６
年
に
発
足
。

毎
回
テ
ー
マ
を
変
え
て
市
民
向

け
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
、
今

年
２
月
か
ら
は
桃
山
台
の
も
も

ポ
ー
ト
で
ま
ち
カ
フ
ェ
も
オ
ー

プ
ン
し
て
い
る
。

　

今
回
は
、
同
会
代
表
で
嶋
田

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
嶋
田
一
郎
院
長

が
「
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
日 

々
の
心
が
け
に
つ
い
て
」
を
講

演
。
第
三
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
は
３
人
の
地
域
住
民
が
そ
れ

ぞ
れ
生
活
ぶ
り
を
発
表
。
中
澤

武
雄
さ
ん
（
桃
山
台
３
丁
）
は

「
コ
ロ
ナ
禍
に
コ
ロ
ナ
感
染
し

２
週
間
隔
離
さ
れ
、
色
々
考
え

ま
し
た
。
そ
の
時
、
お
金
を
か

け
ず
に
遊
ぶ
こ
と
を
見
つ
け
る

　

医
療
・
介
護
・
福
祉
な
ど
の

各
業
種
が
連
携
し
、
地
域
で
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
る
こ
と
が

で
き
る
街
づ
く
り
を
目
指
す
多

職
種
連
携
の
会「
三
つ
葉
の
会
」

が
５
月
31
日
、
栂
文
化
会
館
第

一
講
座
室
で
「
市
民
向
け
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
「
介
護
予
防
と

健
康
づ
く
り
／
泉
北
に
出
来
る

だ
け
長
く
過
ご
せ
る
た
め
の
コ

ツ
」。地
域
住
民
か
ら
選
ば
れ
た

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
が
病
気
に
罹
患

し
な
が
ら
も
元
気
に
暮
ら
す
コ

ツ
を
発
表
し
、
会
場
に
集
ま
っ

た
多
く
の
人
た
ち
に
生
き
る
パ

ワ
ー
を
送
っ
た
。

　

同
会
は
地
域
の
多
職
種
の
有

志
が
集
ま
り
、
地
域
の
人
た
ち

が
い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
暮
ら

　

６
月
７
日
、
エ
コ
ー
ル
い
ず

み
本
館
で
「
も
も
や
ま
キ
ッ
ズ

　

６
月
９
日
夕
方
、
緑
ケ
丘
２

丁
目
で
男
児
が
高
さ
約
80
セ
ン

チ
の
椅
子
か
ら
転
落
し
頭
に
ケ

ガ
を
し
た
。

　

６
月
８
日
夜
、
緑
ケ
丘
３
丁

目
で
70
代
女
性
が
自
宅
の
庭
で

枝
の
せ
ん
定
中
に
、
高
さ
１
・

５
メ
ー
ト
ル
の
脚
立
か
ら
転
落

し
背
中
と
腰
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

６
月
19
日
朝
、
桃
山
台
１
丁

で
90
代
男
性
が
自
宅
の
浴
室
で

足
を
滑
ら
せ
て
転
び
額
に
ケ
ガ

を
し
た
。

男
性
が
野
球
の
試
合
中
に
ボ
ー

ル
が
顔
面
に
当
た
り
口
の
中
を

ケ
ガ
。

　

４
月
26
日
昼
、
あ
ゆ
み
野
４

丁
目
で
40
代
女
性
が
階
段
上
で

つ
ま
ず
き
右
足
首
に
ケ
ガ
。

　

６
月
５
日
夜
、
い
ぶ
き
野
３

丁
目
で
50
代
男
性
が
自
宅
内
で

転
び
、後
頭
部
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

６
月
12
日
未
明
、
緑
ケ
丘
３

丁
目
で
80
代
男
性
が
自
宅
内
で

転
び
、
頭
と
腰
、
腕
に
ケ
ガ
を

し
た
。

　

６
月
３
日
夜
、
別
所
で
20
代

男
性
が
運
転
す
る
車
が
ス
リ
ッ

プ
し
て
横
転
し
腰
椎
圧
迫
骨
折
。

　

６
月
９
日
夜
、
万
町
で
10
代

男
性
が
原
付
バ
イ
ク
で
走
行
中

に
転
び
左
肩
と
ひ
じ
、
右
ひ
ざ

に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

６
月
８
日
夜
、
は
つ
が
野
５

丁
目
で
70
代
男
性
が
１
６
０
０

㏄
バ
イ
ク
で
走
行
中
に
転
び
、

右
肩
と
腹
な
ど
に
ケ
ガ
を
し
た
。

　

６
月
20
日
昼
、
豊
田
で
10
代

　

６
月
８
日
昼
、
い
ぶ
き
野
３

丁
目
で
60
代
女
性
が
転
び
頭
に

ケ
ガ
を
し
た
。

　

南
消
防
署
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

で
は
、
新
着
情
報
と
し
て
活
動

報
告
や
お
知
ら
せ
、
災
害
時
の

避
難
場
所
な
ど
、
南
区
の
消
防

に
関
す
る
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。「
堺
市
消
防
局
Ｈ
Ｐ
↓
あ
な

た
の
街
の
消
防
署
↓
南
消
防
署
」。

ま
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
は
「
南

消
防
署
新
着
情

報
」
に
直
接
ア

ク
セ
ス
で
き
る
。

　

☆
☆
☆
☆
☆
☆
☆

　　
　
　
　
　
　
　

★
★
★
★



市外局番
おまちがえなく！

こちら情報センターこちらこちら情報センター情報センターなんでもご連絡を こちら情報センター

は完売の表示でショック！！飛行す
るルートを検索して冥土の土産に
（笑）見に行こう。人生最後の万博
だろうから（和田東・Ｍ.Ｗさん）
★今までにない暑さに参ってしまいそ
う。涼しくなったら、私が企画した
仲良しグループの同窓会をします。
それまで元気で生き延びたいです。
（若松台・Y.Hさん）

★竹城台の小学校のそばに、ポツンと
トイレが。近くに行ってみると多目
的用には使用禁止の張り紙。障害者
や乳幼児は使えません。修理中なの
かな。理由が書いていないのでわか
りません。
　　通りがかりの人に聞くと、数年前
からずっと使用禁止だそうです。堺
市のどこが管理しているのかな。隣
のトイレをのぞくとなんと和式で高
齢者には使いづらい。トイレットペ
ーパーもないし汚くてゴミだらけ。
（竹城台・N.Sさん）

★新札の発行からもう１年が経ちまし
た。最近はキャッシュレスが浸透し
ているせいか、なかなか新１万円札
にお目にかかれないなと思っていた
ら、やっとつい先日郵便局の窓口で
新１万円札を入手しました。（はつが
野・Ｊ.Kさん）
★新札発行直後は旧紙幣と新紙幣が混

ざって、１万円と５千円を間違えた
時がありました。あれから１年、も
う慣れました。今では福沢諭吉が懐
かしく思えます。（ 室・RKさん）

★７月上旬、金剛駅東口を訪れたとこ
ろ、駅舎の軒先や照明付近にツバメ
の巣がいくつも見られました。確認
できただけでも３～４つ、もしかす
るとそれ以上あったかもしれませ
ん。周囲には親ツバメの姿も多く見
られ、エサをくわえて巣に戻っては、
飛び立つ様子が繰り返されていまし
た。ヒナたちに盛んにえさを運んで
いるようで、子育て真っ最中の忙し
そうな様子に、足を止めて見入る人
の姿もちらほら。

　　ツバメは例年春から夏にかけて巣
作りと子育てを行い、人の出入りの
ある場所をあえて選ぶ習性がありま
す。外敵を避けやすいことが理由と
されており、駅や商業施設などでも
よく見られます。

　　夏の訪れを感じさせる風景のひと
つとして、ツバメの姿に癒やされる
一日となりました。

◎６月特ダネ賞の該当作品はありませ
んでした。ご投稿おまちしています。

ども達が着ていた浴衣を出してきま
した。懐かしいです。また孫が着て
くれるのが楽しみです。（桃山台・
Ｙ.Oさん）
★近くのスーパーで備蓄米を販売して
いたので購入して食べました。全く
問題なくいただきました。（宮山台・
N.Tさん）

★スイカの皮で漬物を初めて作りまし
た。少し赤い部分を残し、外側のツ
ルツル部分を剥いてお好みの大きさ
にカット。粉末の昆布茶を適量かけ
てもみ混み、冷蔵庫で一晩置いて完
成です。そのままでも、しょうゆを
少しかけても、あっさりしておいし
いです。（新檜尾台・N.Nさん）
★病気療養のため、実家のある和泉市
に滞在中です。北陸地方へ嫁ぎ四半
世紀…。生まれも育ちも泉北の私に
とって、今でもコミュニティが読め
るのはとてもうれしいです。（いぶき
野・K.Fさん）

★両親の家を片付けています。元気な
うちに一緒に片付けようと声がけし
ているのですが、とにかく物の多さ
に圧倒されなかなか進みません。大
切な物の価値は本人にしかわかりま
せんね…。あ～先は長いです。（いぶ
き野・みけさん）

★是が非でも見たいブルーインパルス
の飛行と曲芸。コスモタワー展望台
は４日11時からの販売を目にして早
速申し込むも、既に遅し。20分後に

★岸和田の愛彩ランドの池のほとりに
ハンゲショウを見つけました。毎年
遠方まで見に行っていましたが、灯
台下暗しでした。（赤坂台・うさこさ
ん）

★緑道の所々に小さなヤマモモの実が
落ちていて少し甘い香りがします。
ヤマモモのジャムがありますが、落
ちている実は、小さすぎてとても食
べられそうにありません。残念。（宮
山台・T.Tさん）
★ミズナスが大きく育っていた。（いぶ
き野・M.Oさん）

★桃がおいしい季節になりました。桃
は傷むのが早いことはわかっていま
すが、箱で安く売っているとつい買
ってしまいます。数が多いので急い
で食べる必要がありますが幸せな季
節です。（光明台・C.Gさん）

★今朝、セミの初鳴きを聞きました！
早いです！（はつが野・カオルさん）
★今年は７月５日にセミの鳴き声を聞
きました。昨年は３日でしたので２
日遅いです。梅雨入り前からの暑さ
でうまく土から出られなかったのか
な？と心配。短い生命ですが良い伴
侶と出会ってねと思いました。（原山
台・M.Tさん）
★これから孫たちがお祭りに着ていく
浴衣を４人分、身揚げをします。子



◆コレクション棚（ショーケース、幅75
×奥行25×高さ83cm、 ロック・照
明ライト付き、内側ガラス張り、数年
前に購入した美品）を3000円で

　▷大阪ガスファンヒーター （GFH-
4005S、都市ガス用、2018年製、10～
15畳用、寒い日の朝などに時々使う
程度の美品、ホース付き、説明書あ
り）を4800円で
　いずれも取りに来られる方に譲りま
す。待ち合わせ、お届けも可。
 （若松台・中野  ver05453ya@yahoo. 
co.jp）

◆犬のサークル（幅90×奥行61×高さ
60cm、木製、８年使用、簡単な組み立
てが必要）を800円で取りに来られる
方に譲ります。見て決めてください。

 （槇塚台・寺尾 ☎080-6181-1821）
◆オレンジ色の着物（肩幅50cm、高さ
154cm、ラメ・刺

ししゅう

繍あり、目立たない
場所に少しシミあり）、長襦袢（肩幅
49cm、高さ130cm）、足袋（22cm）、裾
よけ（胴体130cm、高さ85cm）、長襦
袢（肩幅46cm、高さ120cm）、黄緑色
の柄帯（400cm、汚れあり）、花飾り
（白色の花・羽根・パール）、半襟（未使
用）をまとめて5000円で（いずれも素
人採寸）
 ▷トヨタ純正カムリのリモコンスマ
ートキー３ボタン（キズ・汚れあり、

初期化・ボタン電池＜CR1632＞必
要）を2000円で

 ▷トヨタ純正カムリ2006年製の座席
レースカバー（運転席・助手席・後部
座席用、カムリの刺繍あり、洗濯済
み）を3500円で

 ▷車の座席シート（１席分、レザー、
ベージュ）を1500円で

 待ち合わせで引き渡しできる方に譲
ります。いずれもノークレーム・ノー
リターン・ノーキャンセルでお願い
します。

 （茶山台・チョコレート ka123hi01 
@gmail.com）

◆ジェリーロペスのサーフボード（コ
ストコで購入、新品未使用、入門から
上級者まで）を１万5000円で取りに
来られる方に譲ります。
 （高倉台・pico ☎090-8570-4041）

◆春夏スーツ（サイズBB6、紺色、パン
ツ＝ウエスト96cm・ノータック・右
太もも側が４cm四方くらい生地が
薄くなっています）を1100円で

　▷ホームキッチン５本セット（ナイ
ロン製、全て未使用、ターナー等）を
1000円で
　▷ガラス食器（小鉢・小皿等々、２～
６枚セット、10種類で合計21枚、大半
未使用品）を1200円で

　▷タッキーニのウインドブレーカー

（メンズサイズ＜Ｏサイズ＞、裏地付
き、冬物）を1100円で譲ります。品物
によってはお届け可。
　（原山台・中尾 nakaona@ezweb.
ne.jp、☎080-6260-8760）

◆イワタニのカセットガスたこ焼き器
（７年ほど前に購入、３回くらい使用
後室内で保管）を1500円で取りに来
られる方に譲ります。
 （新檜尾台・ヤマちゃん yamaki19 
62@gmail.com）

◆蚊取りブタ（数回使用、自宅保管品）
を1000円で
　▷マイクスタンドとマイク（自宅保
管品）を1500円で
　待ち合わせで引き渡しできる方に譲
ります。
　（城山台・竹村 ftnet0323@gmail.
com、☎080-2504-2564）
◆三味線を5000円で取りに来られる方
に譲ります。
　（赤坂台・魚谷 ☎090-7555-0404、非通
知不可）

◆32インチのテレビ
 ▷ビデオデッキ
 ▷ＤＶＤプレーヤー
 をいずれも無料で

 ▷ブルーレイデッキを１万円で
 譲ってください。取りに伺います。
 （槇塚台・チャッピー ☎070-2316-3144）
◆ノートパソコン（５年くらいの使用
まで、ＳＤカード使用可能なもの）を
できれば無料で譲ってください。取
りに伺います。

 （茶山台・秋山 ☎072-289-5062＜ハー
モニー槇塚台＞）

◆マージャンパイ・マージャン用マッ
トを無料か格安で譲ってください。
取りに伺います。

 （鴨谷台・野口 ☎072-297-5099）

　自宅などで不用となった品物の
交換の場を当社の玄関前と横の通
路に、専用棚で提供しています。
　品物の持ち帰りは自由で、日々
の在庫状況はホームページ（https:
//sencomi.com/recycle/）でご覧
になれます。 （７月14日現在）

　品物の受け付けは、事前申し込
み制。ホームページ（https://sen
comi.com/foryou-post/garakutahi
roba/）







　栂～光明池間の鉄道と泉北１号線建設のために丘陵
が切り開かれ、村が分断された。それをつなぐために
造られたのが檜尾大橋。橋の向こうには栂・美木多駅
前の公団の高層住宅が見える。   

　檜尾大橋は昭和51年３月に完成、地元の長老夫
妻を先頭に、渡り初めも行われた。全長101メー
トル、高さ18メートル。「赤い橋」として親しまれ
ている。

34

★2010年11月11日号の記事に、新しい写真・文章を加えて掲載します。



〈イラ
スト〉

高倉台
・れい

さん

A
D

G

B
E

H

F
I

C

　

左
の
２
つ
の
絵
に
違
う
と
こ
ろ
が
４
か
所
あ
り
ま
す
。

ま
ち
が
い
の
あ
る
コ
ー
ナ
ー
を
記
号
で
答
え
て
下
さ
い
。

　 住所・氏名・電話番号・コメントを記入の上、ハガキまたはＦＡＸ、メールで。 
。抽選で３人にギフト券（千円）を進呈。

あて先＝〒590－0105 堺市南区竹城台３丁 
22番２号、コミュニティ・まちがいさがし係（ＦＡＸ 072・291・5473 
メールhome@community2525.com） 答と当選者発表は８月７日号。

　 　身の回りの 
出来ごとなどホームページと紙面に掲載します。 
　

描いて下さい。１枚でＯＫ 
（ペンネーム可）。採用分にはクオカード進呈。 応募はこちらから



　

今
月
20
日
で
開
店
１
周
年
を

迎
え
る
「
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ

　

エ
コ
ー
ル
・
い
ず
み
シ
ョ
ッ

プ
」
０
７
２
５
・
90
・
４
４
４

３
。「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
を

大
切
に
し
て
、
楽
し
く
喜
ん
で

も
ら
え
る
お
店
に
し
た
い
」
と

ス
タ
ッ
フ
が
一
丸
と
な
り
お
客

さ
ん
に
愛
さ
れ
る
店
作
り
に
励

ん
で
き
た
。

　

「
出
来
た
て
熱
々
の
ド
ー
ナ

ツ
の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら

　

和
泉
市
納
花
町
の
リ
フ
ォ
ー

ム
＆
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
専
門
店

「
ノ
ア
テ
ッ
ク
リ
フ
ォ
ー
ム
」

が
、
富
田
林
市
高
辺
台
１
丁
目

（
森
屋
狭
山
線
沿
い
）
に
「
ノ

ア
テ
ッ
ク
リ
フ
ォ
ー
ム
富
田
林

店
」
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
併
設
。

　

ノ
ア
テ
ッ
ク
リ
フ
ォ
ー
ム
は

創
業
21
周
年
、
３
５
０
０
件
以

上
の
施
工
実
績
を
誇
る
地
域
密

着
型
の
リ
フ
ォ
ー
ム
専
門
店
。

生
活
提
案
型
リ
フ
ォ
ー
ム
を
得

意
と
し
、
打
ち
合
わ
せ
か
ら
設

計
、
施
工
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま

で
全
て
の
工
程
を
一
貫
し
て
行

う
自
社
施
工
に
こ
だ
わ
る
。
Т

О
Т
О
設
備
商
品
販
売
・
関
西

エ
リ
ア
コ
ン
テ
ス
ト
で
和
泉
市

圏
１
位
を
獲
得
す
る
な
ど
培
っ

て
き
た
確
か
な
知
識
と
経
験
を

も
と
に
、
お
客
さ
ん
の
要
望
に

対
し
て
最
善
の
提
案
を
行
っ
て

く
れ
る
。

　

現
地
見
積
も
り
調
査
無
料
、

無
駄
を
な
く
し
価
格
で
貢
献
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

　

「
波
動
調
整
ホ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
サ
ロ
ン
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ａ
」０
８
０
・

５
１
９
８
・
８
０
０
０
は
完
全

予
約
制
・
女
性
限
定
の
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
自
宅
サ
ロ
ン
（
栂
・
美

木
多
駅
か
ら
車
で
５
分
）。

　

「
コ
コ
ロ
と
体
と
魂
が
輝
く
」

を
テ
ー
マ
に
人
を
ホ
リ
ス
テ
ィ

ツ
ク
に
（
全
体
的
に
）
捉
え
、

自
然
治
癒
力
や
免
疫
力
を
引
き

出
す
。
本
来
の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
戻
し
調
和
の
と
れ
た
状
態
へ

と
導
く
。「
お
悩
み
の
方
は
ぜ
ひ

ご
相
談
を
」
と
代
表
の
石
川
さ

ん
。（
＝

）

　

自
然
療
法
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
整

体
は
サ
ロ
ン
以
外
に
自
宅
で
受

け
ら
れ
る
遠
隔
施
術
、
ア
ニ
マ

ル
波
動
調
整
も
。
痛
み
の
な
い

優
し
い
施
術
は
赤
ち
ゃ
ん
か
ら

高
齢
の
人
ま
で
安
心
し
て
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

筋
反
射
テ
ス
ト
（
キ
ネ
シ
オ

ロ
ジ
ー
）
と
い
う
方
法
で
体
の

声
を
聞
き
な
が
ら
不
調
の
根
本

原
因
を
探
る
。
波
動
は
心
や
体

か
ら
発
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
振

動
。
高
い
波
動
は
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
低
い
波
動
は

ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

放
出
す
る
。
ス
ト
レ
ス
や
自
律

神
経
の
乱
れ
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
体
か
ら
や
さ

し
く
解
放
し
、
内
側
か
ら
整
え

る
。

　

以
前
、
石
川
さ
ん
は
様
々
な

不
調
で
つ
ら
い
毎
日
だ
っ
た
が

エ
ネ
ル
ギ
ー
整
体
で
体
と
心
が

軽
く
な
る
の
を
体
感
。
毎
日
が

楽
に
な
り
、
つ
ら
か
っ
た
日
々

を
卒
業
し
た
。
自
身
の
経
験
を

生
か
し
て
、
同
じ
よ
う
に
悩
む

人
の
力
に
な
り
た
い
と
考
え
る
。

　

初
回
体
験
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
▽

エ
ネ
ル
ギ
ー
整
体（
波
動
調
整
）

通
常
価
格
１
万
５
千
円
↓
初
回

６
千
円
。
相
談
や
予
約
は
電
話

ー
ナ
ツ
（
１
８
７
円
以
下
）
１

個
が
無
料
に
な
る
無
料
チ
ケ
ッ

ト
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
１
日
１

人
１
枚
限
り
、
無
く
な
り
次
第

終
了
。
10
時
〜
20
時
。
休
み
は

イ
ズ
ミ
ヤ
和
泉
中
央
店
の
休
み

に
準
じ
る
。 

〔
髙
見
〕

え
た
ら
」
と
、
出
来
た
て
ド
ー

ナ
ツ
が
並
ぶ
時
に
カ
ラ
ン
カ
ラ

ン
と
鐘
を
鳴
ら
し
て
知
ら
せ
て

く
れ
る
。
タ
イ
ミ
ン
グ
が
合
え

ば
出
来
た
て
ド
ー
ナ
ツ
の
試
食

に
出
会
え
る
こ
と
も
。
ま
た
、

同
店
は
「
ド
ー
ナ
ツ
ポ
ッ
プ
詰

め
放
題
」
が
あ
る
全
国
で
も
数

少
な
い
店
舗
の
一
つ
。
一
口
サ

イ
ズ
の
い
ろ
い
ろ
な
味
の
ド
ー

ナ
ツ
を
ふ
た
が
き
ち
ん
と
閉
ま

る
範
囲
で
カ
ッ
プ
に
好
き
な
だ

け
詰
め
て
楽
し
め
る
。
飲
茶
な

ど
食
事
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し
て

い
る
。

　

開
店
１
周
年
の
節
目
に
、
日

頃
の
感
謝
を
込
め
て
「
あ
り
が

と
う
！
お
か
げ
さ
ま
で
１
周
年
」

を
開
催
す
る
。
第
１
弾
（
18
日

〜
27
日
）
と
第
２
弾
（
８
月
１

日
〜
10
日
）
の
計
20
日
間
、
期

間
内
に
何
か
を
購
入
す
れ
ば「
ド

も
し
く
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
。

駐
車
場
あ
り
。
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施
工
品
質
・
近
隣
配
慮
に
こ
だ

わ
る
、
迅
速
な
対
応
、
工
事
保

証
、
助
成
金
の
サ
ポ
ー
ト
、
喜

び
・
感
動
を
提
供
で
き
る
よ
う

日
々
精
進
す
る
、
の
８
つ
の
約

束
を
掲
げ
、
地
域
に
愛
さ
れ
続

け
る
店
を
目
指
す
。
キ
ッ
チ
ン

や
バ
ス
ル
ー
ム
な
ど
の
設
備
商

品
が
最
大
70
％
オ
フ
、
数
量
限

定
で
「
水
ま
わ
り
４
点
ま
る
ご

と
パ
ッ
ク
（
キ
ッ
チ
ン
、
お
風

呂
、
洗
面
化
粧
台
、
ト
イ
レ
）」

が
商
品
代
金
と
標
準
工
事
費
込

み
で
70
％
オ
フ
に
。

　

電
話
は
ど
ち
ら
の
店
舗
も
０

１
２
０
・
９
９
７
・
０
２
８
。

10
時
〜
18
時（
日・

祝
は
要
予
約
）

 

〔
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★掲載ご希望のサークルは、編集部まで電話下さい。☎ 072・291・2525

　

週
５
日
、
朝
か
ら
元
気
に
プ

レ
ー
す
る
の
は
「
庭
代
台
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
部
」。暑
さ
寒
さ

に
負
け
ず
、少
々
の
雨
で
も「
毎

日
の
日
課
を
こ
な
さ
な
い
と
体

の
調
子
が
狂
う
」
と
笑
う
メ
ン

バ
ー
。
約
30
年
前
か
ら
健
康
の

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
し
て
定
着
し

て
い
る
よ
う
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
で
４
ゲ
ー
ム
。

常
に
談
笑
し
な
が
ら
コ
ー
ス
を

回
る
の
で
「
運
動
を
し
て
体
も

健
康
に
な
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を

し
て
気
持
ち
も
明
る
く
な
っ
て
、

心
身
と
も
に
健
や
か
な
人
ば
か

り
」
と
、
代
表
の
谷
本
昭
子
さ

ん
。

　

発
足
当
時
か
ら
の
メ
ン
バ
ー

古
川
春
彦
さ
ん
は
、
最
近
足
を

骨
折
し
歩
行
器
具
を
使
用
し
な

が
ら
も
、
元
気
に
ク
ラ
ブ
を
振

っ
た
。「
86
歳
で
骨
折
も
し
て
る

け
ど
、
家
か
ら
歩
い
て
来
て
プ

レ
ー
も
し
て
元
気
元
気
」
と
豪

快
に
笑
っ
た
。
ま
た
91
歳
の
沢

井
励
さ
ん
は
始
め
て
３
年
だ
が
、

長
年
ゴ
ル
フ
で
培
っ
た
技
術
を

生
か
し
南
区
老
連
大
会
で
優
勝

し
た
。

　

毎
日
の
練
習
の
ほ
か
、
大
会

出
場
や
懇
親
会
、
旅
行
な
ど
一

年
を
通
じ
て
イ
ベ
ン
ト
が
目
白

押
し
。
ま
た
公
園
清
掃
も
活
発

に
行
っ
て
い
る
。
そ
し
て
出
席

す
る
ご
と
に
ポ
イ
ン
ト
が
付
き
、

ポ
イ
ン
ト
は
換
金
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
な
の
で
ゲ
ー
ム
感
覚
で
好

評
と
い
う
。

　

月
曜
〜
金
曜
の
９
時
〜
11
時

半
、
庭
代
台
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
。

夏
・
冬
は
時
間
変
更
あ
り
。
会

費
は
半
年
２
千
円
。
谷
本
さ
ん

０
９
０
・
６
３
２
９
・
５
５
２

５ 

〔
冨
尾
〕

ム
、
薬
膳
風
呂
、
薬
膳
蒸
し
サ

ウ
ナ
が
あ
り
、
温
石
に
よ
る
遠

赤
外
ケ
ア
、
五
行
ア
ロ
マ
経
絡

マ
ッ
サ
ー
ジ
、
子
宮
周
り
の
温

活
施
術
、
最
新
肌
再
生
効
果
が

期
待
で
き
る
脱
毛
な
ど
の
メ
ニ

ュ
ー
。
詳
し
く
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

を
。
11
時
〜
19
時
・
月
と
第
１
・

　

新
檜
尾
台
に
純
和
風
の
古
民

家
を
活
用
し
た
台
湾
ス
パ
養
身

サ
ロ
ン
「
長
楽
萬
年
」
０
７
０
・

７
４
９
１
・
６
０
０
０
が
オ
ー

プ
ン
。

　

店
名
に
長
く
い
つ
ま
で
も
幸

せ
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
の
願

い
を
込
め
た
オ
ー
ナ
ー
で
施
術

師
の
城
戸
茜
さ
ん
は
台
湾
生
ま

れ
の
日
本
育
ち
。

　

台
湾
と
日
本
を
融
合
し
た
１

人
２
時
間
完
全
予
約
制
の
ぜ
い

た
く
な
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
サ
ロ
ン

（
男
性
は
会
員
制
）
の
オ
ー
ダ

ー
メ
イ
ド
施
術
料
金
１
万
６
千

円
〜
。
人
と
の
出
会
い
は
す
べ

て
に
縁
が
あ
り
、
健
康
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
心
を
こ
め
て

応
対
す
る
。
日
々
の
忙
し
さ
や

携
帯
電
話
か
ら
離
れ
て
、
自
然

の
力
で
整
え
る
台
湾
伝
統
の
ヒ

ー
リ
ン
グ
は
体
の
芯
か
ら
温
ま

り
心
ま
で
ほ
ど
け
て
い
く
。

　

大
切
に
す
る
の
は
「
未
病
を

癒
や
す
」「
日
常
に
こ
そ
体
調
を

整
え
る
習
慣
を
」
の
長
年
受
け

継
が
れ
て
き
た
台
湾
の
養よ

う

身し
ん

文

化
の
考
え
。
そ
の
思
想
を
現
代

の
暮
ら
し
に
合
わ
せ
て
再
構
築

し
、
合
成
香
料
・
合
成
防
腐
剤

な
ど
の
化
学
成
分
を
一
切
含
ま

な
い
自
然
素
材
だ
け
の
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
で
体
と
心
を
じ
っ
く

り
と
整
え
る
。
専
属
施
術
ル
ー

３
・
５
火
休
・

不
定
休
あ
り
・

駐
車
場
あ
り
。
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社
会
人
聴
講
生
制
度
を
設
け

て
い
る
桃
山
学
院
大
学
（
和
泉

市
）
で
は
「
２
０
２
５
年
秋
学

期
聴
講
生
」を
募
集
し
て
い
る
。

も
う
一
度
学
び
直
し
た
い
、
興

味
が
あ
る
分
野
を
も
っ
と
追
及

し
た
い
と
社
会
人
か
ら
主
婦
、

退
職
者
な
ど
幅
広
い
年
齢
層
が

聴
講
生
と
し
て
楽
し
く
学
ん
で

い
る
。

　

講
座
は
多
岐
に
わ
た
り
、
大

学
だ
か
ら
こ
そ
高
い
専
門
性
を

持
つ
講
師
陣
か
ら
学
べ
る
。
手

頃
な
価
格
で
学
べ
、
聴
講
生
は

単
位
認
定
が
な
い
た
め
テ
ス
ト

や
課
題
が
な
く
、
気
負
わ
ず
学

べ
る
こ
と
も
魅
力
だ
。
ま
た
、

聴
講
生
は
図
書
館
な
ど
大
学
の

施
設
も
利
用
で
き
る
と
い
っ
た

メ
リ
ッ
ト
も
。

　

講
座
は
、
学
生
と
同
じ
授
業

を
聴
講
で
き
る
経
済
学
、法
学
、

心
理
学
な
ど
多
数
の
講
座
に
加

え
、
社
会
人
の
み
受
講
で
き
る

科
目
も
あ
り
、
歴
史
学
や
人
文

学
の
ほ
か
、
認
知
機
能
や
転
倒

を
予
防
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、

狂
言
な
ど
珍
し
い
講
座
も
開
講

す
る
。
秋
学
期
の
宗
教
学
で
は

毎
年
チ
ャ
ペ
ル
で
開
か
れ
る
ク

リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
に
て
授

業
内
で
練
習
し
た
楽
器
演
奏
を

披
露
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
あ
る
。

　

ま
た
、
国
際
色
豊
か
な
同
大

学
な
ら
で
は
の
語
学
講
座
も
あ

り
、
英
語
だ
け
で
な
く
イ
タ
リ

ア
語
、
韓
国
語
、
中
国
語
も
充

実
し
て
い
る
。

　

秋
学
期
の
授
業
期
間
は
９
月

29
日
〜
26
年
２
月
２
日
。
申
し

込
み
期
間
22
日
〜
８
月
５
日（
必

着
）。受
講
費
（
秋
学
期
）
：
１

科
目
１
万
１
千
円
。
語
学
科
目

は
１
万
６
５
０
０
円
な
ど
。
問

い
合
わ
せ
＝
桃
山
学
院
大
学
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー

０
７
２
５
・
92
・

７
０
３
６
（
直

通
）。

　

夏
休
み
に
「
Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｙ
Ａ 

Ｍ
Ａ
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
カ

レ
ッ
ジ
」
を
８
月
４
日
「
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
講
座
」
と
７
日

「
骨
盤
調
整
ヨ
ガ
講
座
」
を
開

催
。い
ず
れ
も
１
時
半
〜
３
時
。

子
育
て
世
代
の
マ
マ
向
け
の
講

座
で
受
講
料
各
５
０
０
円
（
子

ど
も
は
無
料
）。各
講
座
30
人（
先

着
順
）。申
し
込

み
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
か
ら
。
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「
す
ず
か

　
　
　
　
　
　
　
　

け
塾
」
を

29
日
２
時
〜
、
庭
代
台
１
丁
の

「
ぽ
ら
ん
の
ひ
ろ
ば
」で
開
催
。

　

映
画
「
二
宮
金
次
郎
」
の
上

映
会
が
27
日
２
〜
４
時
、
栂
文

化
会
館
３
階
第
２
講
座
室
で
開

か
れ
る
。
定
員
35
人
、
参
加
資

料
代
５
０
０
円
（
中
学
生
以
下

無
料
）。
主
催
は
家
庭
倫
理
の
会

堺
市
泉
北
支
部
。
申
し
込
み
、

問
い
合
わ
せ
は
芦
硲
さ
んashis 

ako.ha@
gm
ail.com

 

０
８
０
・

５
３
４
２
・
０
３
０
４
（
シ
ョ

ー
ト
メ
ー
ル
の
み
）

　

19
日
〜
21
日
10
時
〜
６
時（
初 

日
は
１
時
か
ら
、
最
終
日
は
３

時
ま
で
）、シ
ョ
ッ
プ
タ
ウ
ン
泉

ヶ
丘
３
番
街
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
ア
ー
ト
Ｅ
絆

（
き
ず
な
）
絵
画
展
」
が
開
か

れ
る
。
水
彩
画
、
写
真
な
ど
７

歳
〜
90
歳
代
の
作
品
30
点
を
展

示
。
問
い
合
わ
せ
＝
サ
ン
Ｅ
企

画
０
７
２
５
・
90
・
５
１
６
６

園
で
は
「
泉
北
す
え
む
ら
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
」
と
し
て
デ
イ
キ
ャ
ン

プ
も
実
施
。
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の

オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
ナ
イ
ト

タ
イ
ム
キ
ャ
ン
プ
の
受
け
付
け

も
開
始
。
時
間
は
３
時
半
〜
８

時
（
宿
泊
な
し
）、受
け
付
け
は

７
時
ま
で
、キ
ャ
ン
プ
予
約
は
、

https://w
w
w
.nap-cam

p.com
 

/osaka/14741

　

ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
問
い
合
わ

せhttps://w
w
w
.instagram

. 
com
/space.suem

ura

〔
横
山
〕

　

い
ず
れ
も
２
時
か
ら
、
久
保

惣
美
術
館
で
▽
19
日
＝
「
名
曲

で
お
く
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ

サ
イ
タ
ル
〜
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

響
き
と
と
も
に
」▽
20
日
＝「
受

け
継
が
れ
る
奏
の
こ
こ
ろ
〝
大

切
な
人
へ
〞」▽
21
日
＝
「
ピ
ア

ノ
フ
ォ
ル
テ
コ
ン
サ
ー
ト
〜
平

和
・
願
い
」
▽
26
日
＝
「
私
と

ピ
ア
ノ
〜
ピ
ア
ノ
ジ
ョ
イ
ン
ト

コ
ン
サ
ー
トvol.21

」
▽
27
日
＝

「D
uo-Scherzo

ピ
ア
ノ
連
弾
で

奏
で
る
『
音
楽
の
歴
史
』
〜
バ

ロ
ッ
ク
時
代
か
ら
現
代
ま
で
」。

整
理
券
の
配
布
は
１
時
半
か
ら
。

座
席
は
１
２
０
席
（
自
由
席
）。

要
入
館
料
。
０
７
２
５
・
54
・

０
０
０
１

　

20
日
２
時
（
開
場
１
時
半
）

か
ら
、落
語
倶
楽
部
「
笑
泉
会
」

に
よ
る
「
第
８
回　

わ
く
わ
く

寄
席
」
が
和
泉
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

３
階
和
室
で
開
催
さ
れ
る
。

　

笑
泉
会
は
「
笑
福
亭
伯
枝
の

お
も
し
ろ
落
語
講
座
」の
受
講
・

修
了
生
に
よ
る
落
語
会
。
年
４

回
の
定
期
公
演
の
ほ
か
出
前
寄

席
も
行
う
。
今
回
は
、
ベ
テ
ラ

ン
が
勢
ぞ
ろ
い
。
得
意
の
十
八

番
（
お
は
こ
）
を
披
露
す
る
。

　

観
覧
無
料
。
先
着
50
人
。
椅

子
席
も
準
備
し
て
い
る
が
数
に

限
り
が
あ
る
の
で
早
め
の
入
場

を
。
問
い
合
わ
せ
は
０
９
０
・

４
７
６
５
・
１
５
３
２
（
散
歩

亭
ご
ま
め
さ
ん
）。 
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23
日
10
時
〜
、

　
　
　
　
　
　
　

和
泉
シ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
３
階
で
「
福
島
正
則
や

山
内
一
豊
」。会
費
５
０
０
円
。

問
い
合
わ
せ
＝
泉
州
歴
史
研
究

会
０
７
２
・
２
９
４
・
１
７
８
６

　

栂
文
化
会
館
１
階
料
理
室
で

29
日
10
時
〜
12
時
、
小
学
生
わ

く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
「
ダ
ブ
ル

チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー
を
作
ろ
う
！
」

が
開
か
れ
る
。
主
催
は
大
阪
友

の
会
泉
北
方
面
。
参
加
費
１
人

千
円
。
対
象
は
小
学
生
で
定
員

16
人
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
）。

　

夏
休
み
の
お
昼
ご
飯
を
自
分

た
ち
で
作
っ
て
み
よ
う
！
と
、

ダ
ブ
ル
チ
ー
ズ
バ
ー
ガ
ー
や
コ

ー
ル
ス
ロ
ー
、
ミ
ッ
ク
ス
ジ
ュ

ー
ス
作
り
に
挑
戦
す
る
。
持
ち

物
は
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
お

手
拭
き
タ
オ
ル
、
水
筒
。
申
し

込
み
は
北
島
さ
んfum

iktj@
ic 

loud.com
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旧
泉
北
す
え
む
ら
資
料
館（
大 

蓮
公
園
内
）
ル
ー
フ
ト
ッ
プ
で

25
日
か
ら
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
「
Ｈ

ａ
ｐ
ｐ
ｙ　

Ｂ
Ｅ
Ｅ
Ｒ　

Ｇ
Ａ

Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ　
ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｈ
ｅ
」

が
ス
タ
ー
ト
。
開
催
日
時
は
25
・

26
日
、
８
月
８
・
９
日
、
22
・

23
日
、
29
・
30
日
５
時
〜
夜
８

時
。
日
替
わ
り
で
出
店
者
や
演

奏
者
が
代
わ
る
お
楽
し
み
も
。

子
ど
も
連
れ
大
歓
迎
。「
大
蓮
公

園
で
夏
の
夜
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
」
と
、
主
催
の
旧
泉
北
す
え

む
ら
資
料
館
。
ま
た
、
大
蓮
公

　

光
明
台
に
隣
接
す
る
美
木
多

上
に
あ
る
チ
ー
ム
・
プ
ラ
ス
・

ア
ル
フ
ァ
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で

「
日
本
画
五
人
展
」
が
20
日
〜

26
日
10
時
〜
４
時
（
最
終
日
は

３
時
）
に
開
催
。
泉
北
の
美
術

を
育
て
る
会
の
日
本
画
部
に
所

属
す
る
５
人
が
感
動
の
思
い
を

伝
え
る
。
同
会
の
工
芸
彫
刻
部

所
属
の
二
人
に
よ
る
賛
助
出
品

も
。
入
場
無
料
。
宇
多
さ
ん
０

テ
ー
マ
は
「
日
本
の
絶
景

－

全

国
の
花
火
を
巡
る　

諏
訪
湖
・

長
岡
・
大
曲
・
土
浦
・
熊
野
」。

講
師
は
北
村
修
治
さ
ん
。
参
加

費
は
千
円
。
少
人
数
予
約
制
。

　

25
日
は
日
曜
散
歩
。
日
本
一

長
い
天
神
橋
筋
商
店
街　

日
本

三
大
祭
「
天
神
祭
」。大
阪
メ
ト

ロ
南
森
町
駅
に
10
時
集
合
。
予

約
制
。
雨
天
決
行
。
参
加
費
は

千
円
。
申
し
込
み
と
問
い
合
わ

せ
は
北
村
さ
ん
０
９
０
・
４
３

０
９
・
４
７
５
８

９
０
・
５
６
４
３
・
２
１
９
３



　

く
わ
総
合
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
晴

美
台
２
丁
）
リ
ハ
ビ
リ
室
で
23

日
と
30
日
３
時
〜
３
時
50
分
、

「
声
を
出
し
て
元
気
に
な
ろ
う

／
お
げ
ん
き
発
声
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
こ
と
だ
ま
』」
が
開
か
れ
る
。

懐
か
し
い
歌
を
歌
っ
た
り
、
発

声
練
習
な
ど
声
を
出
し
て
、
笑

っ
て
、
楽
し
く
脳
を
元
気
に
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

　

同
ク
リ
ニ
ッ
ク
監
修
の
新
し

い
健
康
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
ス
タ
ー

ト
す
る
に
あ
た
り
、
無
料
体
験

会
が
開
か
れ
る
も
の
。
医
師
監

修
の
安
心
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、

発
声
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
脳

の
活
性
化
や
認
知
症
予
防
を
目

的
に
行
わ
れ
る
。「『
声
が
出
に

く
く
な
っ
た
』『
も
の
忘
れ
が
気

に
な
る
』『
人
と
話
す
機
会
が
減

っ
て
い
る
』『
健
康
的
な
趣
味
を

探
し
て
い
る
』
な
ど
の
人
に
お

勧
め
で
す
。
ど
な
た
で
も
参
加

で
き
ま
す
」
と
、
同
ク
リ
ニ
ッ

ク
。
問
い
合
わ
せ
は
前
田
さ
ん

０
８
０
・
２
４
５
９
・
１
０
４

０ 

〔
横
山
〕

□

　

正
解
は
「
B
F
H
I
」

で
し
た
。
次
の
３
名
に
ギ
フ
ト

券
（
千
円
）
を
進
呈
〈
敬
称
略
〉

▽
下
浜
猛
（
緑
ケ
丘
）
▽
高
野

雄
大
（
御
池
台
）
▽
森
本
好
美

（
い
ぶ
き
野
）

　
　

正
解
は
「
シ
ブ
サ
ワ
エ
イ

イ
チ
」
で
し
た
。
次
の
３
名
に

ギ
フ
ト
券（
千
円
）を
進
呈〈
敬

称
略
〉
▽
福
田
愛
子
（
光
明
台
）

▽
加
藤
タ
ダ
（
御
池
台
）
▽
植

田
弘
（
茶
山
台
）

　

来
月
２
週
目
に
発
送
予
定
。

　　

引
き
こ
も
り
の
人
・
心
が
し

ん
ど
い
人
・
高
齢
者
な
ど
を
対

象
に
絵
を
描
い
た
り
、
工
作
を

し
た
り
、
土
い
じ
り
を
す
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
活
動
場
所
と
し
て
大
阪
府

　

『
農
と
里
山
自
然
学
校
』
が

20
日
４
時
か
ら
、
有
機
栽
培
を

続
け
て
い
る
田
ん
ぼ
（
堺
市
南

区

室
）
で
「
田
ん
ぼ
の
生
き

物
調
査
」
を
行
う
。
解
説
は
堺

市
河
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
リ
バ

　

「
歴
史
考
古
学
の
集
い
」
が

26
日
９
時
半
〜
11
時
半
、
堺
市

総
合
福
祉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
堺

東
駅
徒
歩
10
分
）
で
月
例
講
座

を
開
く
。
７
月
か
ら
９
月
の
３

　

８
月
１
日
11
時
〜
夜
９
時
ま

で
、
狭
山
池
公
園
で
「
桜
ま
つ

り
サ
マ
ー
ブ
ロ
ッ
サ
ム
ナ
イ
ト

11
時
か
ら
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
が
多

数
出
店
。
花
火
は
、
夜
７
時
45

分
か
ら
約
30
分
を
予
定
。
少
雨

決
行
。
大
阪
狭
山
市
役
所
産
業

に
ぎ
わ
い
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
０

７
２
・
３
６
６
・
０
０
１
１

ー
ポ
リ
シ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代

表
の
太
田
勝
之
さ
ん
。　

　

定
員
ま
で
先
着
順
、
要
事
前

申
し
込
み
。
申
し
込
み
期
限
は

18
日
午
前
ま
で
。
大
人
同
伴
で

申
し
込
み
を
、
大
人
だ
け
の
参

加
も
歓
迎
。
参
加
費
一
人
３
０

０
円
（
乳
児
は
の
ぞ
く
）。行
事

保
険
を
か
け
る
の
で
参
加
者
全

員
の
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号

（
保
険
申
し
込
み
に
必
要
）
を

申
し
込
み
用
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
に

記
載
し
て
申
し
込
む
。
連
絡
事

項
は
同
校
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

で
知
ら
せ
る
。
大
泉
さ
ん
０
９

０
・
４
４
９
９
・
４
０
８
３
、

am
isouta513@

yahoo.co.jp

　

ビ
ッ
グ
ア
イ
で
19
日
１
時
〜

４
時
半
、「
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
㏌

泉
ヶ
丘
２
０
２
５
」
が
開
か
れ

る
。
泉
北
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
周
辺

の
高
校
17
校
の
ダ
ン
ス
部
が
、

ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
か
ら
Ｋ
― 

Ｐ
Ｏ
Ｐ
ま
で
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

の
チ
ー
ム
が
登
場
す
る
ダ
ン
ス

シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
や
ダ
ン
ス
バ
ト

ル
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
な
ど
熱
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
す
る
。

入
場
無
料
。
だ
れ
で
も
観
覧
可

能
。「
高
校
生
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ

る
ダ
ン
ス
を
ご
覧
く
だ
さ
い
」

と
、
主
催
の
泉
ヶ
丘
ラ
イ
ブ
タ

ウ
ン
会
議
。

　

開
場
＝
12
時
半
〜
、
開
演
＝

1
時
〜
、
終
了
＝
4
時
半
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
▽
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

の
出
場
校
は
、
東
大
谷
・
狭
山
・

堺
東
・ 

帝
塚
山
学
院
泉
ヶ
丘
高

校
な
ど
８
校
▽
バ
ト
ル
▽
Ｂ
ブ

ロ
ッ
ク
の
出
場
校
は
、
堺
西
・

泉
北
・
福
泉
・
泉
陽
高
校
な
ど

９
校
。
公
式
サ
イ
トhttps:// 

か
月
間
、
奈
良
県
大
淀
町
教
育

委
員
会
の
松
田
度わ
た
るさ
ん
が
「
記

紀
伝
承
と
考
古
学
」
に
つ
い
て

語
る
。
１
回
目
の
７
月
は
「
埴

輪
が
物
語
る
世
界
―
船
形
埴
輪

を
題
材
に
」。聴
講
費
１
回
７
０

０
円
、
別
途
年
会
費
千
円
が
必

要
。
事
前
申
し
込
み
不
要
、
当

日
直
接
会
場
へ
。
問
い
合
わ
せ

は
柳
さ
ん
０
７
２
・
２
９
６
・

５
１
６
５
、
０
９
０
・
６
６
０

８
・
２
２
７
９ 

〔
浅
利
〕

内
の
家
・
田
・
畑
・
山
を
無
償

で
貸
し
て
く
だ
さ
る
方
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
み
ん
な

の
家
・
内
村
０
７
０
・
９
１
９

９
・
７
０
２
９
）

in
狭
山
池
２
０
２
５
」
を
開

催
。
花
火
打
ち
上
げ
の
他
、

m
krockfes.w

i 
xsite.com

/da 
ncefesta
 

〔
横
山
〕

　

20
日
２
時
〜
、
午
後
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
「
夢
二
が
見
た
音

楽　

ソ
プ
ラ
ノ
と
ピ
ア
ノ
で
紡

ぐ
大
正
ロ
マ
ン
」
が
和
泉
市
南

部
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
る
。
演
奏
者
は
金
岡
伶

奈
さ
ん
（
ソ
プ
ラ
ノ
）、谷
村
綾

香
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
）。ス
ッ
ペ
作

曲
／
恋
は
や
さ
し
野
辺
の
花
よ

「
ボ
ッ
カ
チ
オ
」
よ
り
、
多
忠

亮
作
曲
／
宵
待
草
、
グ
リ
ー
グ

作
曲
／
組
曲
「
ペ
ー
ル
・
ギ
ュ

ン
ト
」
よ
り
ソ
ル
ヴ
ェ
イ
グ
の

歌
を
演
奏
予
定
。

　

全
席
自
由
５
０
０
円
。販
売
・

問
い
合
わ
せ
＝
和
泉
市
南
部
リ

ー
ジ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
０
７
２
５
・

92
・
３
８
０
０
。
未
就
学
児
の

入
場
は
遠
慮
を
。 

〔
髙
見
〕

円
（
な
る
べ
く
釣
銭
の
な
い
よ

う
）。予
約
は
不
要
。
定
員
40
人

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
小
川
さ

ん
０
８
０
・
１
４
８
３
・
０
２

４
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

29
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
時

〜
、
泉
ヶ
丘
の
南
図
書
館
３
階

で
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
喜
多
川

歌
麿
」。会
費
５
０
０
円
。
泉
北

歴
史
研
究
会
０
７
２
・
２
９
７
・

０
１
０
６

る
介
護
者
（
家
族
）
や
、
ま
た

そ
の
人
達
を
支
援
す
る
援
助
者

が
集
う
。
誰
に
も
言
え
な
い
悩

み
や
相
談
事
を
話
す
こ
と
が
で

き
、
経
験
者
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

も
も
ら
え
る
。
気
軽
に
集
ま
っ

て
悩
み
を
共
有
し
ま
し
ょ
う
と

呼
び
か
け
る
。
毎
月
第
４
水
曜

日
開
催
。
奥
田
さ
ん
０
７
２
・

２
９
３
・
４
１
４
１
、
小
川
さ

ん
０
７
２
・
２
９
９
・
３
４
１

１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

27
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時

半
〜
11
時
半
、
泉
ヶ
丘
セ
ン
タ

ー
ビ
ル
で
。
参
加
費
１
５
０
０

　

23
日
10
時
〜
12
時
、
南
区
役

所
２
階
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

で「
老
人
介
護
者
み
な
み
の
会
」

が
開
か
れ
る
。
同
会
は
認
知
症

な
ど
の
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

★1982年泉北南線の未通区間を撮影。「泉田中北」交差点の通行止め
の看板の向こうに石津川にかかる岡田寺橋が見え、その先は工事が
休止している状態です。「泉北南線」は堺泉北環状線の一部の通称で、
泉ヶ丘・栂・光明池の３地区の南部をつなぐ道路です。「泉北２号線」
は不正解です。

●７月１日までに54通の応募がありました。（正解者37名）。正解者の
中から抽選で下記の３名にギフトカード（千円分）を差し上げます。
（敬称略）

岡本隆（御池台）　赤松みのぶ（晴美台）　小林隆幸（槇塚台）




